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１．研究目的･内容 
個人の意志決定が自らの状態のみならず、他者の状態にも依存すると考える社会効用仮説は行動

経済学における中心的な研究テーマのひとつである。本研究課題は、神経経済学の手法を用いて

男女別の社会効用効果の神経基盤を明らかにするためのデータ解析を行う。非侵襲脳活動イメー

ジングデータを Matlab 上で動作する SPM というルーティンで解析する。社会効用に特徴的な脳

の活動部位を同定し、その部位の活動と被験者の個人属性との相関を検証する。 

２．研究経過及び成果 
男性 20人、女性 20 人を対象に生理学研究所で fMRI実験を行った。データは全脳で記録されたが、Region 

of Interest (ROI)を定めた解析を行った。今回の研究では、実験で示される「自分の収入と比較相手の収
入の差」と、BOLD データで示される脳活動との相関が認められる脳部位を取り上げた。その結果、背側背
外側前頭前野(DLPFC)と島皮質が ROIと同定された。この様な ROIの同定は、社会効用についての先行研究
の結果から定められる、アプリオリな ROI の決定と一致する。 
 

ROIにおける脳活動と、郵送調査の行動データから求められた社会効用パラメーターの相関を調べたとこ
ろ、以下の様な発見があった。 
① まず、被験者自身の性別について考える。実験より、妬み深い被験者ほど、「相手と自分の所得差」に

対する脳活動の正の相関が強くなることがわかった（図 1）。しかし、これについては被験者の性別に
よる差は認められなかった。 

② さらに、次は比較相手の性別について考えた。背外側前頭前野(DLPFC)と島皮質における脳活動を、比
較相手が同性のケースと異性のケースで分けて比較した。その結果、DLPFCについてはより妬み強い人
が男女かかわらず活動を活性化させることがわかった。一方、島皮質については女性が男性と比較する
時のみ活性化することが判明した（図 2と図 3）。 

③ 以上より、被験者自身の性別と比較相手の性別の 2*2の組み合わせで、性別にまつわる社会効用効果が
どの様に変化するのか、その神経基盤を明らかにした。これらの結果を解釈すると、男女ともに DLPFC
は相手の収入に対する sensitivityが見られるが、DLPFC はいわゆる「理性的な回路」なので、合理的
に社会効用の計算をしている部位だと考えられる。その一方、島皮質はいわゆる「情動」に関わる部位
なので、女性が男性に対して感じる社会効用効果には、感情的なものが含まれていることを示唆してい
る。 
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私が知る限り、比較相手の性別によって社会効用の神経基盤が異なり、さまざまな妬みが神経レベルで

存在する可能性を示唆する今回の発見は、世界初である。 



３．本研究と関連した今後の研究計画 
 本研究を発展させ、社会効用の発生源を同定し、その神経基盤を解明する研究をおこなってい

る。社会効用に限らず選好パラメーターの究極的な決定要因として現在提唱されている有力な仮

説は、使用する言語の文法的特徴が時間割引、リスク回避、そして社会効用という選好に影響を

与えるというものである。この研究計画は「経済実験と非侵襲脳活動イメージングによる言語が

社会効用に与える影響の解明」という題名で平成 28 年度に文部科学省科学研究費の若手研究(A)
として採用された（直接経費 1,570 万円）。 
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